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「大宮小のきまり」 

                   副校長 畠山 宏樹 

今年度大宮小では、「大宮小のきまり」について見直し、 

新たにつくり上げていく一歩を踏み出しています。 

令和４年１２月に改訂された生徒指導提要の重要なポ 

イントとして、児童による自己決定の場が、学校の教育 

活動の中で実践されることの重要性について取り上げら 

れています。児童一人ひとりが自分達の学び方や学校の 

在り方について見つめ直し、考え、決めていくこと。大 

宮小のきまりを見直す活動は、児童による自己決定の場 

を実現する取組です。 

きまりの見直しの中心となって活動しているのは、代 

表委員の児童達です。今年度の代表委員は、学習道具で 

ある「鉛筆・筆箱・道具箱」の見直しに取り組みました。 

代表委員の児童達は、大宮小の実態や、学年毎の成長 

段階における必要な学びの質を考慮しながら、鉛筆、筆 

箱、道具箱のきまりについて整理し、これまで使用して 

こなかったシャープペンシルについても議論を重ねまし 

た。作成したきまりの原案は、１１月８日（水）にオン 

ラインで全校に向けて発表しました。その後ロイロノー 

トを活用して全校児童から原案についての意見を募りま 

した。その意見を参考に修正を行い、１１月２４日（金） 

のＰＴＡ運営委員会にて、保護者からも意見を募りまし 

た。これから学校運営協議会にも諮ります。 

 

保護者の皆様も、お子様と学校の在り方やきまりについて話し合ってみてください。子供と、対一人の人間と

して向き合い語り合っていくことが、我々大人に求められています。 

 
 
 
 

 

～今月の目標～ 

 生活 

身の回りをきれいにして 

生活しよう 
食べ物と健康について知ろう 冬を元気にすごそう 

保健 給食 

教育目標：つよい子・考える子・助け合う子 杉並区立大宮小学校 

題字「大宮黌」（おおみやこう）勝 海舟 

 

URL http://www.suginami- hool.ed.jp/oomiyashou/ 


